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１ 学校経営の方針 
 (1) 学ぶ力の育成（進んで学び、ねばり強く実践する生徒） 

 (2) 豊かな心の育成（豊かな心情をもち、積極的に協力し合う生徒） 

 (3) 健やかな身体の育成（たくましい身体をつくる生徒） 

 (4) 信頼される学校の創造 
 

２ 本年度の学校経営の重点 
 

 

 

 

 
 

３ 自己評価に対する学校関係者評価 
「Ａ」・・・学校による自己評価（達成状況と改善の方策）が十分妥当である。 

「Ｂ」・・・学校による自己評価（達成状況と改善の方策）が概ね妥当である。 

「Ｃ」・・・学校による自己評価（達成状況と改善の方策）が不十分であり、更に改善が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 (1) 進んで学び、ねばり強く実践する生徒 

       (2) 豊かな心情をもち、積極的に協力し合う生徒 

       (3) たくましい身体をつくる生徒 

【目指す子ども像】 

(1) 主体的に課題解決に取り組む 

(2) 自他を尊重し、ともに高め合う 

(3) 健康の保持や体力の向上に努める 

【重点目標】 

人間尊重の教育の推進 

「子どもの声を聴く」 

【実現に向けての手立て】 

自治的な活動の充実、教職員の意識の向上、校種間

連携による連続性のある取組、相互承認の感度を向

上させる、多様性を受容する学校空間の構築 

 

分 

野 

評価項目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改 善 の 方 策 

自己評価 
の適切さ 

改善策の 
適切さ 

１ 
学 

校 

教 

育 

目 

標 

(1) 本校の「学校教育目

標」に向けて、意識的に

取り組んでいる 
Ａ 

様々な教育活動において学校目標を念頭

に置きながら活動することができた。今後も

具体的な「目指す子ども像」実現のため、共

通理解のもと進めていく。 

Ａ Ａ 

(2) 教育課程や校務組

織の編成を適切に行っ

ている。 

Ａ 

次年度も生徒や先生方にとって安心・安全

な学校生活を創っていくために、全体的な調

和のもと教育課程を編成していく。 

Ａ Ａ 

(3) 「開かれた学校」を

目指し、学校公開日や学

年・学級 PTA等を工夫し

ている。 
Ａ 

学校公開日や学年ＰＴＡを複数回行うこ

とができた。次年度は、コミュニティスクー

ルの具体的な取組が始まり、教育の充実を図

る上でも、より一層「開かれた学校」づくり

に努め、家庭や地域と連携した教育活動につ

なげていく。 

Ａ Ａ 

(4) 特別委員会は組織

的・機能的に運営されて

いる。 
Ａ 

 様々な状況に応じて、教育課程や旅行行事

等の委員会を適宜開催した。今後も、必要に

応じて時を逃さずに委員会を開催し、各部・

学年と連携を深めていく。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

学校教育目標の実現に向かい推進されている。 

先生方が常に前向きに対応していると感じる。また、生徒も生き生きと見える。

それぞれの改善策も良好である。 
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野 
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達成 

状況 
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自己評価 
の適切さ 

改善策の 
適切さ 

２ 

学 

習 

指 

導 

(1) 学習意欲を高めた

り、学習習慣を身に付け

たりする取組が行われ

ている。 

Ｂ 

ＩＣＴ機器等も活用しながら、分かる・で

きる喜びを実感できる授業を行う。今後も丁

寧に生徒と向き合いながら、「学びのススメ」

を活用した学校、家庭が一体となった学習習

慣づくりの推進に一層努めていく。 

Ａ Ａ 

(2) 確かな学力を身に

付け、「学ぶ力」を育成

する取組が行われてい

る。 

Ｂ 

課題探究的な学習と自治的な活動を重視

する中で、見通しをもったり、自己決定をし、

対話をし、振り返りを行ったりする場を創っ

ていく。 

Ａ Ａ 

(3) 道徳、総合的な学習

の時間で、目標に沿った

内容を適切に行ってい

る。 

Ａ 

人間尊重の教育を基盤としながら、多様な

考え方や人との触れ合いを通じ、自己の生き

方を考えるための資質や、豊かな社会性や人

間性を今後も育んでいく。 

Ａ Ａ 

(4) 特別活動（学級活

動・生徒会活動・学校行

事）で、目標に沿った内

容を適切に行っている。 

Ａ 

自治的な活動をより充実させる中で、人間

関係を形成したり、様々な問題を主体的に解

決したり、自己の集団や生活の課題をよりよ

く改善したりする資質の育成を図る。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

特に学校祭の時の生徒の発表の様子がよかった。 

自己評価は適切であり、達成状況に対する改善策も適切である。 

今後の向上を期待したい。 

３ 

生 

徒 

指 

導 

(1) 生徒理解を目的と

した教育相談やいじめ

アンケートが適切に行

われている。 

Ａ 

廊下等の様子観察や各種アンケート、シャ

ボテンログ、教育相談等を活用し、生徒の不

安が見られたら、時を逃さず生徒理解に努め、

今後も、保護者や関係機関と連携しながら安

心・安全な学校を創っていく。 

Ａ Ａ 

(2) 基本的な生活習慣

や規範意識を育むため

の取組が行われている。 

Ａ 

生徒会や委員会による、挨拶運動や時間を

守る取組、集会等を通じて上級生から下級生

へよき伝統を継承する活動に努める。 

Ａ Ａ 

(3) 社会や学校のきま

りを守り落ち着いた学

校生活を送るための取

組が行われている。 

Ａ 

全校生徒によるきまりの改正など、生徒の

自主性が育つ取組を行った。また、旅行的行

事など学校外の活動を通し、公共のマナーに

ついて考えさせる等、今後も働きかけを継続

していく。 

Ａ Ａ 

(4) 自分や相手を思い・

いたわる心を育てる取

組が行われている。 

Ａ 

学級活動や道徳の授業など、互いを尊重し

ながら、多様性を認め支え合う人間関係づく

りに今後も努める。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

通学時の挨拶もよくできている。 

生徒評価が最も高いことから、先生方の指導が実を結んでいるのではないか。 

全体的に高い評価を得ており、評価、改善策も良好である。 

４ 

地
域
家

庭 

(1) 保護者や地域へ情

報提供を適切に行って

いる。（学校 HPや各種お

便り、メール配信など） 

Ａ 

学校ＨＰや学校メール「すぐーる」を活用

し、保護者や地域へ発信する機会を適宜設け

ることができた。今後も、地域コミュニティ

の拠点としての役割を果たせるように、開か

れた学校・信頼される学校づくりを進める。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

学校だよりや学校ＨＰ、学校メール「すぐーる」、「ふれあい発表会」等を含めて、

適切に保護者や地域への発信を行っている。 

学校ＨＰ等、日々の更新等で地道な努力となるが実を結んでいると思う。継続を

お願いしたい。 

 


